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要 
 
 
 
 
 
 
 

旨 
 

郵
政
事
業
民
営
化
に
つ
い
て
慎
重
な
議
論
を
行
う
よ
う
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
理 

由
） 

平
成
十
年
六
月
「
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
」
が
成
立
し
、
郵
政
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
に
三
事
業
一
体
と
し
て
自
律
的
・
弾
力

的
な
経
営
を
可
能
と
す
る
国
営
の
新
た
な
公
社
（
郵
政
公
社
）
に
移
行
し
、
今
後
民
営
化
等
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
旨
明
示
さ
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
郵
政
民
営
化
を
自
民
党
総
裁
選
の
公
約
に
掲
げ
た
小
泉
首
相
が
再
選
さ
れ
、
政
府
は
平
成
十
五
年
九
月
に
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
郵

政
事
業
を
民
営
化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
民
営
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

小
泉
首
相
は
、
本
年
の
第
百
五
十
九
回
国
会
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
郵
政
民
営
化
に
つ
い
て
、
「
本
年
秋
頃
ま
で
に
国
民
に
と
っ
て
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
る
民
営
化
法
案
を
ま
と
め
、
平
成
十
七
年
に
改
革
法
案
を
提
出
す
る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
政
府
は
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
、
か
つ
発
足
し
て
未
だ
一
年
余
り
が
経
過
し
た
に
過
ぎ
な
い
日
本
郵
政
公
社
を
、
平
成

十
九
年
か
ら
の
郵
政
民
営
化
に
向
け
、
具
体
案
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
本
年
四
月
二
十
六
日
に
は
、
中
間
報
告
と
し
て
「
郵
政
民
営
化
に

関
す
る
論
点
整
理
」
を
公
表
し
、
本
年
秋
頃
の
最
終
報
告
に
向
け
、
さ
ら
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
多
様
な
議
論
の
積
み
重
ね
の
上
成
立
し
た
「
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
」
に
沿
わ
な
い
形
で
民
営
化
議
論
が
展
開
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
非
常
に
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。 

現
在
、
郵
政
事
業
は
全
国
二
万
四
千
七
百
の
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
郵
便
・
貯
金
・
保
険
の
三
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
あ
ま

ね
く
公
平
に
提
供
し
、
創
業
以
来
、
国
民
生
活
の
安
定
向
上
と
福
祉
の
増
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

特
に
、
郵
便
事
業
に
お
い
て
は
、
採
算
性
を
重
視
し
た
民
間
へ
移
管
さ
れ
る
と
、
収
益
性
の
高
い
都
市
部
に
事
業
が
集
中
し
、
山
間
部
や
島

し
ょ
等
の
不
採
算
地
域
と
の
間
で
料
金
格
差
が
生
じ
、
全
国
一
律
の
現
行
料
金
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
は
極
め

て
困
難
と
な
り
、
国
全
体
を
見
た
場
合
、
均
衡
あ
る
発
展
は
望
む
べ
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
各
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
り
住
民
票
の
交
付
事
務
、
市
町
村
民
税
を
中
心
に
公
金
の
収
納
事
務
や
郵
便
口
座
を
利
用
し
た
口
座
振

替
な
ど
、
国
民
生
活
の
利
便
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。 



 

 

ま
た
、
新
聞
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
見
て
も
、
郵
政
事
業
を
現
状
の
公
社
の
ま
ま
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
望
む
国
民
の
声
が
大
勢
を
占
め

て
い
ま
す
。 
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
郵
政
事
業
の
果
た
す
公
共
的
・
社
会
的
役
割
の
重
要
性
を
勘
案
し
、
郵
政
事
業
民
営
化
に
対
し
慎
重
な
議
論
を
求

め
ま
す
。 

 
 

以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
右
事
項
の
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

以 
 

上 
 


